
五
十
七
巻

良
好
な
状
態
で
残
る
横
穴
式
石
室
〜
高
安
千せ
ん

塚づ
か

古
墳
群
〜

八
尾
市
の
東
部
に
位
置
す
る
高
安

千
塚
古
墳
群（
以
下「
高
安
千
塚
」）は
、

２
０
０
基
以
上
も
の
古
墳
が
集
中
し

て
分
布
す
る
古
墳
群
で
、
中
で
も
服

部
川
支
群
は
最
も
古
墳
が
集
中
し
て

い
ま
す
。

　

埋
葬
施
設
は
横
穴
式
石
室
で
、
石

を
積
み
上
げ
て
、
玄げ
ん

室し
つ

（
棺
を
納
め

る
場
所
）
と
羨せ
ん

道ど
う

（
通
路
）
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
玄
室
と
羨
道
を
つ

な
ぐ
部
分
を
袖そ
で

と
呼
び
、
袖
の
有
無

に
よ
っ
て
、
両
袖
式
・
片
袖
式
・
無

袖
式
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
石
室
の
築

造
技
術
は
、
４
世
紀
後
半
（
約
１
６

０
０
年
前
）
ご
ろ
に
朝
鮮
半
島
か
ら

伝
わ
り
、
追
葬
や
合
葬
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
被
葬
者
を
納
め

た
棺
に
は
、
木
棺
や
石
棺
、
陶
棺
（
焼

物
）
が
あ
り
、
服
部
川
37
号
墳
で
は
、

木
棺
と
、
二
上
山
産
凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

を
板
石

状
に
加
工
し
て
組
み
合
わ
せ
た
石
棺

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

高
安
千
塚
の
特
徴
の
一
つ
に
玄
室

の
大
き
さ
が
挙
げ
ら
れ
、
５
〜
７
畳

ほ
ど
が
34
基
、
９
畳
ほ
ど
が
６
基
あ

り
ま
す
。
郡
川
の
法
蔵
寺
境
内
に
あ

る
開
山
塚
古
墳
（
郡
川
１
号
墳
）
は
、

約
10
畳
で
、
高
さ
は
４
ｍ
も
あ
り
、

広
々
と
し
た
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
現
代
で
は
石
室
は
「
埋
葬
施
設
」

と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時

代
ご
ろ
は
「
住
居
跡
（
穴け
っ

居き
ょ

趾あ
と

）」
と

考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
高
安
山
の
自
然
や
植
木
畑

の
中
で
、
開
口
す
る
横
穴
式
石
室
が

良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
ン
タ
ン
で
中
を

灯
す
と
、
石
材
が

精
密
に
積
み
上
げ

ら
れ
た
様
子
が
よ

く
分
か
り
、
石
室

を
造
っ
た
人
々
の

技
術
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
石

室
や
古
墳
を
造
る
た
め
に
は
、
た
く

さ
ん
の
労
働
力
が
必
要
で
し
た
。
そ

れ
ら
を
ま
と
め
あ
げ
る
権
力
を
持
っ

た
人
物
が
高
安
千
塚
に
葬
ら
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

※
高
安
千
塚
で
の
写
真
撮
影
会
を
開

催
し
ま
す（
詳
細
は
21
ペ
ー
ジ
参
照
）。
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